
久喜市立栗橋東中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3 

【取組内容⑤】「地域の将来や持続可能性」を検討するために、自ら課題を設定し、GISとGoogleworkspaceを活用しながら
考察し、構想、表現する授業実践（実践段階①）

・地域の在り方 単元計画

第1時 ・グループの方針決定（①自然環境②人口と都市村落③産業④交通通信
の４つからテーマを決定し、学生、子育て世代、高齢者東京で勤務する
人、地域で働く人の中から考察対象を選ぶ）

第2～3時 ・自分たちの関心に合わせて、GISを活用し、地理情報を入手する。
・データから分かる栗橋の特徴や発生している現象をまとめる。
・栗橋の特徴について、背景や他地域との関連について考察する。

第4時 ・地域の課題を明確にした上で、「よりよい栗橋について」考察する。

第5時 ・久喜市市民調査の結果と、自分たちの調査結果を振り返り、「十分考
察できている点と不十分な点」を確認する。
・６時以降の再調査やスライドの完成に向け、調査すべきだと思う点に
ついて話し合い、方針を決定する。

第6～8時 ・再調査を実施する。（調査を通して何があればより良くなるか、どの
ような手だてがあれば課題を解決できるかについて考察していく。）
・自分たちの調査内容や市民調査の結果、再調査した内容を整理して、
Googleスライドを完成させていく。

第9～10時 ・スライド発表
・まとめの記入

第１時（班の方針決定）

班の方針を決めた後
は、自分たちの関心
に合わせてGISを活

用する。町の様子の
変遷や、変わらない
もの等について調査
を進めていく。
（第２時）


